
お知らせ

　
市
内
介
護
施
設
の
通
所
利
用
者
を
対

象
に
し
た
共
同
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
新
た

に
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
利
用

者
送
迎
の
運
転
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
す
る
概
ね
60
歳
以

上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人
（
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録

し
た
後
、
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習

を
受
講
す
る
必
要
あ
り
）

　
詳
し
く
は
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
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共
同
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の

新
規
事
業
開
始
に
伴
い

運
転
者
を
募
集
し
ま
す

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
小
学
生
ま
で

を
対
象
に
、
五
感
を
使
っ
て
楽
し
め
る

「
わ
く
わ
く
ア
ー
ト
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
粘
土
遊
び

と
絵
の
描
写
で
す
。
手
で
こ
ね
て
形
を

作
っ
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
す
る
こ
と

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

ま
た
、特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
一

口
３
０
０
円
の
会
費
を
も
と
に
助
成
を

は
じ
め
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
人
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問�

高
梁
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局

（
こ
ど
も
教
育
課
）☎
21

―

１
５
０
９

お
よ
び
市
内
の
各
小
学
校

　
魅
力
あ
る
町
並
み
を
形
成
す
る
た
め

の
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
令
和
８
年
度
の
実
施
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
期
間　
９
月
30
日
（
火
）
ま
で

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
確
認
の
う
え
、
観

光
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
観
光
課 
☎
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日
本
遺
産
の
認
定
を
観
光
促
進
や
地

域
活
性
化
に
活
か
す
た
め
、
今
年
も
募

集
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
２
回
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

審
査
日　
令
和
７
年
９
月
下
旬

申
込
締
切　
９
月
８
日
（
月
）

（
次
回
の
審
査
申
し
込
み
は
、
令
和
７

年
12
月
上
旬
予
定
で
す
）

※ 

審
査
会
は
申
請
件
数
３
件
未
満
の
場

合
、
実
施
し
ま
せ
ん
。

対
象
者　
市
内
事
業
者
ほ
か

募
集
要
項

①
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
と
の
結
び
付

け
が
あ
る
こ
と

②
独
自
性
・
創
造
性
…
デ
ザ
イ
ン
及
び

品
質
が
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
と
し
て
、

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と

③
信
頼
性
…
品
質
、衛
生
管
理
、ク
レ
ー

ム
処
理
な
ど
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ

と
　

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
観
光
課
） 
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わ
く
わ
く
ア
ー
ト
教
室

参
加
者
募
集

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
員
募
集

令
和
８
年
度
歴
史
的
町
並
み
保
存

地
区
整
備
事
業
・
駅
周
辺
施
設

景
観
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
募
集

日
本
遺
産
推
奨「JAPAN�RED

備
中
吹
屋
」ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
募
集
し
ま
す

で
新
し
い
発
見
や
表
現
の
楽
し
さ
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
10
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
高
梁
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

定
員　
30
名

対
象　
市
内
の
３
歳
～
小
学
生
以
下
の

お
子
さ
ん
（
子
ど
も
会
に
加
入
し
て
い

な
い
お
子
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
）

準
備
物　
な
し

※ 

夏
休
み
の
課
題
を
行
う
場
合
は
、
必

要
な
道
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
無
料

申
込　
７
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
高
梁

市
子
ど
も
会
連
合
会
（
事
務
局
：
こ
ど

も
未
来
課
）
ま
で
電
話
、

も
し
く
は
二
次
元
コ
ー
ド

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課 
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第13回 清水比庵大賞（短歌の部）の作品募集第13回 清水比庵大賞（短歌の部）の作品募集

募集作品

応募資格

投 稿 料

応募方法

募集期間

応 募 先

賞・賞金

発　　表

そ の 他

　歌・書・画の三位一体の芸術に優れた高梁市出身の歌人、清
し
水
みず
比
ひ
庵
あん
の偉業と

足跡を顕彰するとともに、優れた短歌を広く募集し、文化の振興に寄与するこ
とを目的に第13回清水比庵大賞（短歌の部）を実施し、作品を募集します。

短歌二首を一組とします。何組でも応募できますが、未発表
の作品に限ります。

どなたでも応募できます。

二首一組で1,000円（郵便小為替か現金書留）
※�作品と一緒に送付してください。ただし、高校生以下、または18歳以下の人
は500円で応募できます。

400字詰原稿用紙（Ｂ４判）を使用し、右半分に郵便番号、住所、筆名、本名、
年齢、性別、電話番号を明記し、左半分に作品（短歌二首）を書く。（文字は楷
書で丁寧に書き、漢字には必ずふりがなをつけてください）

～８月31日（日）（当日消印有効）

〒716－8501　岡山県高梁市松原通2043
高梁市教育委員会社会教育課内　「清水比庵大賞」事務局

●清水比庵大賞…１名（３万円）
●特選（高梁市長賞ほか）…２名（各２万円）
●奨励賞…３名（各１万円）
●入選…30名（記念品）

11月下旬。審査結果は個人宛にお知らせします。

●応募作品は返却しません。
●応募作品については、高梁比庵会および高梁市の出版物に無償で掲載します。

問市教育委員会社会教育課内　「清水比庵大賞」事務局　☎21 ― 1516

〔広告〕広告の内容については広告主へお問い合わせください

令和６年度の様子

高梁市の市外局番は「0866」です 10令和７年（2025）７月11 令和７年（2025）７月


